
水道事業者別の水道料金

水道整備の決算額及び計画額

４．ダム・水道の整備について
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沖縄県の平均1,600円

10m3使用料金（H25年度）

ダムの整備状況
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（億円） 計画額決算額

水道普及率と給水制限日数の推移

（出典：沖縄県「沖縄県の水道概要」、沖縄県企業局「給水制限の歴史」） （出典：沖縄県「沖縄県の水道概要」）
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11事業の総事業費
約4,700億円

儀間ダム（H16年～H26年）
事業費：111億円

久米島

石垣島

伊平屋島

座間味島

※復帰以前に建設

我喜屋ダム（H3年～H18年）
事業費：97億円

沖縄東部河川総合開発
（S57年～H25年）
事業費：850億円
漢那ダム、金武ダム

倉敷ダム（S57年～H7年）
事業費：495億円

金城ダム（H元年～H12年）
事業費：305億円

座間味ダム（S61年～H3年）
事業費：30億円

羽地ダム（S56年～H16年）
事業費：700億円

真栄里ダム（S50年～S57年）
事業費：46億円

沖縄北西部河川総合開発
（H2年～H22年）
事業費：965億円
大保ダム

山城ダム

福地ダム（S47年～49年）
事業費：54億円

沖縄北部河川総合開発
（S48～H3）
事業費：1,023億円
新川ダム、安波ダム、
普久川ダム、辺野喜ダム、
福地ダム再開発

※事業費は、国建設ダムは基本計画、県建設ダムは沖縄県資料より整理

※共同費（工事諸費を含む）
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国直轄管理ダムの維持費



昭和30年代後半の久茂地川

現在の久茂地川

水質の改善状況

出典：沖縄県資料を基に内閣府作成 写真：沖縄県提供

※ 汚水処理人口普及率は、下水道普及率に、農業集落排水等、合併浄化槽等の普及率を加えたもの

出典：沖縄県資料

平成20年度末 平成40年度末目標

市町村別の普及状況

出展：沖縄汚水再生ちゅら水プラン（H23.3）

沖縄県内の管路の年度別整備延長（H27.3）
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）

５．下水道について

出典：「沖縄県の下水道」より内閣府作成

下水道事業費と普及率の推移

※BOD(生物化学的酸素要求量)：水質の指標。
上記河川の基準値は5～10mg/L以下。
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S47年以降の総事業費：約6,900億円
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※ダム関係予算を含む。
※工事諸費、調査費、維持費は含まない。
※このほか、社会資本整備総合交付金（H22～）、地域自主戦略交付金（H23～H24）、沖縄振興公共投資交
付金（H24～）、防災・安全交付金（H25～）がある。

居住地の拡大と災害の危険個所

50mm/h以上の降雨の
発生回数

出典：沖縄の山、川、海をつなぐ将来ビジョン（H20.9 沖縄総合事務局、沖縄県）

L2津波浸水想定（H27.3）

出典：沖縄県HPより、沖縄本島南部を抜粋

H8～H17
平均 7.3 回

H18～H27
平均 11.7 回

出典：沖縄気象台資料より沖縄総合事務
局が作成

６．河川・砂防・海岸について

水害被害額と浸水面積あたりの水害被害額

居住地域
米軍提供地
地すべり災害発生個所×

出典：水害統計（国土交通省）、各年の予算書（財務省HP）より内閣府作成

河川・砂防・海岸関係整備予算と浸水面積の推移

出典：水害統計（国土交通省）より内閣府作成
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S47年以降の総予算額
約7,000億円
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７．都市公園について
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※復帰から平成26年度までの総予算（事業費ベース）は約4,110億円。 （国営公園除く）
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